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(57)【要約】
【課題】外光の有無に関わらず、レイアウト変更等に伴
う新たな明るさ目標値を設定することが可能な照明制御
装置を提供する。
【解決手段】被照射面の明るさを検出するセンサ１１と
；センサで検出した出力値と明るさ目標値を処理部１２
ａで比較し、センサ出力値が明るさ目標値と一致するよ
うに調光度をフィードバック制御することで被照射面の
明るさを略一定に保つと共に、フィードバック制御の過
程の中で、調光度の変化に対するセンサ出力の変化を監
視し、所定の制御状態となったときに、新たな明るさ目
標値を記憶し設定する制御部１２と；制御部から出力さ
れた調光信号により光源が点灯制御される照明器具１３
と；を具備する照明制御装置を構成する。
【選択図】　　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
被照射面の明るさを検出するセンサと；
センサで検出した出力値と明るさ目標値を処理部で比較し、センサ出力値が明るさ目標値
と一致するように調光度をフィードバック制御することで被照射面の明るさを略一定に保
つと共に、フィードバック制御の過程の中で、調光度の変化に対するセンサ出力の変化を
監視し、所定の制御状態となったときに、新たな明るさ目標値を記憶し設定する制御部と
；
制御部から出力された調光信号により光源が点灯制御される照明器具と；
を具備することを特徴とする照明制御装置。
【請求項２】
被照射面の明るさを検出するセンサと；
センサで検出した出力値と明るさ目標値を処理部で比較し、センサ出力値が明るさ目標値
と一致するように調光度をフィードバック制御することで被照射面の明るさを略一定に保
つと共に、フィードバック制御の過程の中で、調光度が増加した後に規定時間略上限調光
度で一定に制御したときに、そのときのセンサ出力値を新たな明るさ目標値として記憶し
設定する制御部と；
制御部から出力された調光信号により光源が点灯制御される照明器具と；
を具備することを特徴とする照明制御装置。
【請求項３】
前記制御部は、フィードバック制御による調光度の増加率が規定値より大きい場合には、
その後規定時間略上限調光度で一定に制御しても、そのときのセンサ出力値を新たな明る
さ目標値として記憶しないことを特徴とする請求項１または２記載の照明制御装置。
【請求項４】
被照射面の明るさを検出するセンサと；
センサで検出した出力値と明るさ目標値を処理部で比較し、センサ出力値が明るさ目標値
と一致するように調光度をフィードバック制御することで被照射面の明るさを略一定に保
つと共に、フィードバック制御の過程の中で、調光度の変化に対するセンサ出力の変化を
計測して被照射面の反射率の変化を検知したときに、新たな被照射面の反射率に対応する
明るさ目標値を記憶し設定する制御部と；
制御部から出力された調光信号により光源が点灯制御される照明器具と；
を具備することを特徴とする照明制御装置。
【請求項５】
前記制御部は、外部からの指示信号により新たな明るさ目標値を記憶し設定できるように
したことを特徴とする請求項１ないし４いずれか一記載の照明制御装置。
                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　 本発明は、被照射面の明るさを検出するセンサにより照明器具を点灯制御して明るさ
を略一定に制御するための照明制御装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種、明るさを略一定に制御するための照明制御装置においては、センサで被照射面
の照度を検出し、あらかじめ設定された明るさ目標値になるように制御している。しかし
、部屋の壁面や床面等の張替え、家具等、什器の移動といったレイアウト変更を行った場
合、被照射面の反射率や外光の量が変動して、被照射面の照度が変化してセンサの検出値
が変わり、設定された明るさで照明をすることができなくなる。このため、この種の照明
制御装置においては、レイアウト変更の度に、新たな明るさ目標値を再設定する必要が生
じ手間がかかる問題があった。
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【０００３】
　この問題を解決するために、例えば、特許文献１または特許文献２に示される照明制御
装置が提案されている。特許文献１に示される照明制御装置は、検出した明るさセンサの
出力値と光出力値（調光度）を常時モニタリングし、明るさセンサの出力値を光出力比（
調光比）で除した演算値が複数回の測定結果のうち最も低いときを夜間に特定し、そのと
きの明るさセンサの出力値を次回の点灯時の目標値と設定している。これは、昼光等の外
光のない状態であれば、光源の光出力値（調光度）とセンサの出力値が略比例関係になる
からである。この目標値は、毎日、翌日の目標値として設定されており、レイアウト変更
があった場合には、レイアウト変更に伴う新たな目標値が自動的に設定されることで設定
レス化を図っている。
【０００４】
　特許文献２には、明るさセンサの出力値を光出力比（調光比）で除した演算値の最小値
が夜間判定閾値よりも高い場合には、次回点灯時にセンサの出力に関わらない外光無視動
作を電源が切られるまで行い、過剰に高い調光比が指示されることによる誤動作の発生を
抑える照明制御装置が示されている。
【特許文献１】特開２００６－４０７３１号公報
【特許文献２】特開２００７－２６５８１１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に示される照明制御装置では、外光のない夜間を特定して明
るさ目標値を設定するため、夜間の使用がないと明るさ目標値が設定されず、次回点灯時
に正しい明るさ一定の制御ができない。また、昼間にレイアウト変更等で外光の量や被照
射面の反射率が変化した場合でも、夜間に新たな明るさ目標値の再設定処理を行わないと
正しい明るさ目標値に変更することができない。
【０００６】
　また、特許文献２では、次回点灯時に外光無視動作を行うと周辺の外光を考慮した制御
を行っている照明器具との明るさに大きな差が生じ、全体として、特に天井面の明るさが
違和感の明るさ分布になってしまう。このため、この種、レイアウト変更に対応可能な照
明制御装置においては、外光の有無に関わらずに新たな明るさ目標値を如何に設定するか
が重要な課題となっている。
【０００７】
　本発明は、上記課題に鑑みてなされたもので、外光の有無に関わらず、レイアウト変更
等に伴う新たな明るさ目標値を設定することが可能な照明制御装置を提供しようとするも
のである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１に記載の照明制御装置の発明は、被照射面の明るさを検出するセンサと；セン
サで検出した出力値と明るさ目標値を処理部で比較し、センサ出力値が明るさ目標値と一
致するように調光度をフィードバック制御することで被照射面の明るさを略一定に保つと
共に、フィードバック制御の過程の中で、調光度の変化に対するセンサ出力の変化を監視
し、所定の制御状態となったときに、新たな明るさ目標値を記憶し設定する制御部と；制
御部から出力された調光信号により光源が点灯制御される照明器具と；を具備することを
特徴とする。
【０００９】
　本発明によれば、フィードバック制御の過程の中で、調光度の変化に対するセンサ出力
の変化を監視し、所定の制御状態となったときに、新たな明るさ目標値を記憶し設定する
制御部により、夜間等に特定することなく、新たな明るさ目標値を設定することができる
。
【００１０】
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　本発明において、照明制御装置は、センサを制御部と共に器具本体に内蔵してセンサ一
体型照明器具を構成し、このセンサ一体型照明器具１台で部屋の明るさを略一定に保つ照
明制御装置を構成しても、大きな部屋に複数台のセンサ一体型照明器具を設置して部屋の
明るさを略一定に保つ照明制御システムを構成するようにしてもよい。さらに、センサを
制御部と共に１個の独立したセンサ機器として構成し、このセンサ機器を中央制御装置等
と伝送信号線で接続し、エリア毎に複数台の照明器具を制御する照明制御システム等を構
成してもよい。
【００１１】
　センサは、部屋の天井等に設置され、直下の机上や床面等の被照射面から反射する反射
光や、昼光等の外光の光量に応じた電圧値をセンサの検出値として出力するものが許容さ
れるが、その検出値は電圧値に限定されずに如何なる電気的な信号であってもよく、光を
電気的な信号に直接若しくは間接的に変換する機能を有するものであればよい。また、セ
ンサは、センサ単独で構成されたものであっても、制御部を一体に組み込んだセンサ機器
として構成されたものであってもよく、さらに、その設置場所は天井面等に限らず壁面等
であってもよい。
【００１２】
　制御部は、フィードバック制御によって被照射面の明るさを略一定に保つと共に、フィ
ードバック制御の過程の中で、調光度の変化に対するセンサ出力の変化を監視し、所定の
制御状態となったときに、新たな明るさ目標値を記憶し設定するもので、所定の制御状態
は、例えば、調光度が増加した後に規定時間略上限調光度で一定に制御したときに、その
ときのセンサ出力値を新たな明るさ目標値として記憶し設定するものであっても、センサ
出力値が増加した後に規定時間略上限調光度で一定になった後に、周りの影響で出力値が
変動した場合には、その出力値を新たな明るさ目標値として記憶し設定するものであって
もよい。また、フィードバック制御の過程の中で、調光度の変化に対するセンサ出力の変
化を計測して被照射面の反射率の変化を検知したときに、新たな被照射面の反射率に対応
する明るさ目標値を記憶し設定するものであってもよい。
【００１３】
　目標値の初期設定は、例えば、予め決定した上限調光度で光源を点灯させ所定時間内で
最も小さいセンサ出力値を目標値としてもよい。また、照明器具の調光度を調整しながら
、別個の照度計を使って机上等の被照射面の照度を測定し、設計照度になったときのセン
サ出力値を目標値（基準値）として設定してもよい。
【００１４】
　請求項２に記載の照明制御装置の発明は、被照射面の明るさを検出するセンサと；セン
サで検出した出力値と明るさ目標値を処理部で比較し、センサ出力値が明るさ目標値と一
致するように調光度をフィードバック制御することで被照射面の明るさを略一定に保つと
共に、フィードバック制御の過程の中で、調光度が増加した後に規定時間略上限調光度で
一定に制御したときに、そのときのセンサ出力値を新たな明るさ目標値として記憶し設定
する制御部と；制御部から出力された調光信号により光源が点灯制御される照明器具と；
を具備することを特徴とする。
【００１５】
　本発明によれば、フィードバック制御の過程の中で、調光度が増加した後に規定時間略
上限調光度で一定に制御したときに、そのときのセンサ出力値を新たな明るさ目標値とし
て記憶し設定する制御部により、夜間等に特定することなく、新たな明るさ目標値を確実
に設定することができる。
【００１６】
　本発明において、調光度の増加は、例えば、ブラインドを閉めた際に生じる急激な増加
率など、レアケースを考慮して設計上決められる規定値より大きい増加率は記憶しないよ
うにしてもよい。
【００１７】
　略上限調光度は、初期照度補正で決定される、例えば、７０％調光などが許容されるが
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、その値は設計上で適宜選択された全ての調光度が許容される。略上限調光度が一定に制
御される規定時間は、例えば３０分程度の時間などが許容されるが、その値は設計上で適
宜選択された全ての時間が許容される。
【００１８】
　請求項３に記載の発明は、請求項１または２記載の照明制御装置において、前記制御部
は、フィードバック制御による調光度の増加率が規定値より大きい場合には、その後規定
時間略上限調光度で一定に制御しても、そのときのセンサ出力値を新たな明るさ目標値と
して記憶しないことを特徴とする。
【００１９】
　請求項４に記載の照明制御装置の発明は、被照射面の明るさを検出するセンサと；セン
サで検出した出力値と明るさ目標値を処理部で比較し、センサ出力値が明るさ目標値と一
致するように調光度をフィードバック制御することで被照射面の明るさを略一定に保つと
共に、フィードバック制御の過程の中で、調光度の変化に対するセンサ出力の変化を計測
して被照射面の反射率の変化を検知したときに、新たな被照射面の反射率に対応する明る
さ目標値を記憶し設定する制御部と；制御部から出力された調光信号により光源が点灯制
御される照明器具と；を具備することを特徴とする。
【００２０】
　本発明によれば、フィードバック制御の過程の中で、調光度の変化に対するセンサ出力
の変化を計測して被照射面の反射率の変化を検知したときに、新たな被照射面の反射率に
対応する明るさ目標値を記憶し設定する制御部により、夜間等に特定することなく、新た
な明るさ目標値を確実に設定することができる。
【００２１】
　本発明において、被照射面の反射率の変化を検知する検知手段は、例えば、光出力とセ
ンサ出力との関係は、反射率が変化する前と比較してその相関直線の傾きが異なってくる
ため、この傾きを検出して反射率の変化があったことを検知してもよい。さらには、フィ
ードバック制御の過程の中で調光度の変化に対するセンサ出力の変化は、調光度が段階的
に変化、すなわち、段調光になり、反射率に変化が生じた場合、一般に外光による変化に
比べてセンサ出力の変化量が大きくなるため、この段調光の回数が多くなる。このため、
この回数を検出して反射率の変化があったことを検知するようにしてもよい。
【００２２】
　請求項５に記載の発明は、請求項１ないし４いずれか一記載の照明制御装置において、
前記制御部は、外部からの指示信号により新たな明るさ目標値を記憶し設定できるように
したことを特徴とする。
【００２３】
　本発明において、外部からの指示信号は、例えば、照明制御装置の照明器具を点灯制御
する壁スイッチを、予め規定された手順で操作されたときを指示信号としてもよいし、新
たな明るさ目標値を記憶し設定するために設けた専用の操作スイッチが操作されたときを
指示信号としてもよい。さらに、照明制御システムの中央制御装置等からの指示命令によ
るもであってもよい。
【発明の効果】
【００２４】
　請求項１の発明によれば、フィードバック制御の過程の中で、調光度の変化に対するセ
ンサ出力の変化を監視し、所定の制御状態となったときに、新たな明るさ目標値を記憶し
設定する制御部により、夜間等に特定することなく、新たな明るさ目標値を設定すること
ができ、これにより、外光の有無に関わらず、レイアウト変更等に伴う新たな明るさ目標
値を設定することが可能な照明制御装置を提供することができる。
【００２５】
　請求項２の発明によれば、フィードバック制御の過程の中で、調光度が増加した後に規
定時間略上限調光度で一定に制御したときに、そのときのセンサ出力値を新たな明るさ目
標値として記憶し設定する制御部により、夜間等に特定することなく、新たな明るさ目標
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値を確実に設定することができる。
【００２６】
　請求項３の発明によれば、制御部は、フィードバック制御による調光度の増加率が規定
値より大きい場合には、その後規定時間略上限調光度で一定に制御しても、そのときのセ
ンサ出力値を新たな明るさ目標値として記憶しないので、新たな正しい明るさ目標値を確
実に設定することができる。
【００２７】
　請求項４の発明によれば、フィードバック制御することで被照射面の明るさを略一定に
保つと共に、フィードバック制御の過程の中で、調光度の変化に対するセンサ出力の変化
を計測して被照射面の反射率の変化を検知したときに、新たな被照射面の反射率に対応す
る明るさ目標値を記憶し設定する制御部により、夜間等に特定することなく、新たな明る
さ目標値を確実に設定することができる。
【００２８】
　請求項５の発明によれば、制御部は、外部からの指示信号により新たな明るさ目標値を
記憶し設定できるようにしたので、個別に新たな明るさ目標値を設定する必要が生じた際
のリセット機能、照明器具の設置時における基準値の設定、一部エリアの反射率が変わっ
たときなどに、容易に、また確実に新たな明るさ目標値を設定することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　以下、本発明に係る照明制御装置の実施形態について説明する。
【実施例１】
【００３０】
　本実施例の照明制御装置は、センサを制御部と共に器具本体に内蔵してセンサ一体型の
照明器具を構成し、このセンサ一体型の照明器具を１部屋に複数台設置し、部屋の明るさ
を略一定に保つ照明制御システムを構成したものである。図１（ａ）に示すように、１０
は照明制御装置、すなわち、センサ一体型の照明器具で、被照射面の明るさを検出するセ
ンサ１１、制御部１２、蛍光ランプからなる光源１３、光源を点灯制御する点灯回路部１
４を有し、これら構成要素が器具本体１５に一体に内蔵されて組み込まれセンサ一体型の
照明器具を構成する。
【００３１】
　センサ一体型の照明器具１０は、図２（ａ）に示すように、センサ１１の検出部が下方
に露出するように器具本体１５と共に部屋Ｒの天井Ｔに複数台が設置されて照明制御シス
テムを構成し、各照明器具１０のセンサ１１は、それぞれ直下の机上や床面等の被照射面
Ｓから反射する反射光や、昼光等の外光の光量に応じた電圧値をセンサの検出値として出
力する。各センサ１１の検出部には、照明器具１０の光源１３から放射された光の反射光
と部屋Ｒの窓Ｗから入り込む昼光などの外光による被照射面からの反射光が入射される。
【００３２】
　制御部１２は、図２（ｂ）に示すように、処理部１２ａ、調光信号出力部１２ｂ、点灯
時間計測部１２ｃを有する。処理部１２ａは、センサ１１で検出した出力値と明るさ目標
値を比較し、センサ出力値が明るさ目標値と一致するように調光度をフィードバック制御
することで被照射面の明るさを略一定に保つ調光信号を生成する。調光信号出力部１２ｂ
は処理部１２ａで生成された調光信号を光源１３の点灯回路部１４に出力する。
【００３３】
　処理部１２ａは記憶部を有し、上記にフィードバック制御を行うと共に、フィードバッ
ク制御の過程の中で、調光度の変化に対するセンサ出力の変化を監視し、所定の制御状態
となったとき、本実施例では、フィードバック制御の過程の中で、調光度が増加した後に
規定時間略上限調光度で一定に制御したときに（図１（ｂ）に示す曲線ａにおけるｔ１部
分）、そのときのセンサ出力値を新たな明るさ目標値として記憶部に記憶する。点灯時間
計測部１２ｃは、初期照度補正機能のために点灯時間を計測する。すなわち、蛍光ランプ
等の光源の寿命を通じて照度を一定に維持するために、光源の累積点灯時間を計測し、累
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積点灯時間の増加に伴って光出力比を増加させるようにしている。
【００３４】
　これら処理部１２ａ、調光信号出力部１２ｂおよび点灯時間計測部１２ｃは、マイクロ
コンピュータ等の電子部品で構成される。制御部１２には、さらに、ランプ等の光源が交
換された場合に点灯時間をリセットするための点灯時間リセット操作部１２ｄが設けられ
ている。点灯時間リセット操作部１２ｄは、器具本体１５内に設けられ、ランプ交換を行
った際に器具本体内の下方から容易にリセット操作できるように構成される。
【００３５】
　次に、上記に構成された照明制御装置の作用につき説明する。目標値が設定されていな
い状態で電源が投入されると、予め決定した上限調光度（例えば、約７０％）で光源１３
を点灯させ、所定時間内、例えば、２４時間で最も小さいセンサ出力値を目標値として設
定する。つまり、電源投入後、点消灯を繰り返しても２４時間はセンサ出力値を監視し、
最も小さいセンサ出力値を目標値として設定する。なお、上限調光度は、光源の点灯時間
に応じて略同じ光出力となるように初期照度補正を行う。例えば、点灯０～１５００時間
は７０％、その後１５００時間経過毎に５％上限調光度を上げるように補正する。
【００３６】
　目標値が設定された状態で、照明器具１０を点灯すると、制御部１２は、センサ１１で
検出した明るさデータ（センサ出力値）と上記の初期設定により予め設定した明るさ目標
値（調光度約７０％におけるセンサ出力値）を処理部１２ａで比較し、センサ出力値が明
るさ目標値と一致するように調光度を処理部１２ａに常にフィードバック制御することで
被照射面の明るさを略一定に保つ調光信号を生成し、この調光信号を調光信号出力部１２
ｂに出力し、光源１３の点灯回路部１４に伝送する。
【００３７】
　これにより、例えば、昼間の外光があり部屋が明るすぎる場合には、センサ出力値が予
め設定した明るさ目標値（調光度約７０％におけるセンサ出力値）と一致するように、調
光度を、例えば、約３０％に低下させるようにフィードバック制御し、照度を所定の７５
０ｌｘにする。また、部屋のブラインドを閉めて外光が少なくなり暗くなった状態になれ
ば、センサ出力値が予め設定した明るさ目標値に一致するように、調光度を、例えば、約
６０％に向けて上げるようにフィードバック制御し、照度を所定の、例えば、７５０ｌｘ
にする。昼間は、上記のフィードバック制御による調光制御を行って、部屋の明るさが所
定の７５０ｌｘになるように略一定に保っている。
【００３８】
　このとき、センサ１１は自身で検出した明るさセンサの出力値と調光度を常時モニタリ
ングしており、フィードバック制御により、夕方から夜にかけて徐々に調光度が増加し、
完全に外光がなくなると、以降、調光度は初期照度補正で決定される略上限調光度（約７
０％）一定で規定時間制御されることになる（図１（ｂ）に示す曲線ａにおけるｔ1部分
）。ここで、初期照度補正で決定される略上限調光度は、光源の寿命末期での光束低下を
考慮した補正係数で決定される。
【００３９】
　処理部１２ａは、調光度がこの略上限調光度（約７０％）になり、かつ略一定で規定時
間、例えば、約３０分間継続された状態になっていることを判断し、そのときの明るさセ
ンサ１１の検出値を新たな明るさ目標値として処理部１２ａの記憶部に記憶する。この目
標値は調光度約７０％におけるセンサの出力値、例えば、３．５Ｖの電圧値として記憶さ
れる。
【００４０】
　翌日等、次回の電源投入時には、処理部１２ａが記憶部に記憶された新たな明るさ目標
値を読み出して、その日の新たな目標値として設定する。そして、センサ１１で検出した
明るさデータ（センサの検出電圧）と新たな明るさ目標値（調光度約７０％におけるセン
サ電圧３．５Ｖ）を処理部１２ａで比較し、センサ出力値が新たな明るさ目標値と一致す
るように調光度を処理部１２ａに常にフィードバック制御することで被照射面の明るさを
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一定に保つ調光信号を生成する。この調光信号を調光信号出力部１２ｂに出力し、照明器
具１０の点灯回路部１４に伝送する。これにより、例えば、昼間の外光がある場合には調
光度を、例えば、３０％に低下させて照度を所定の７５０ｌｘにする。また、部屋のブラ
インドを閉めて外光が少なくなった状態になれば、例えば、６０％に向けて上げ照度を所
定の７５０ｌｘにする。昼間は、上記の調光制御を行って、明るさが所定の７５０ｌｘに
なるように略一定になるように保っている。
【００４１】
　このとき、センサ１１は自身で検出した明るさセンサの出力値と調光度を常時モニタリ
ングしており、フィードバック制御により、夕方から夜にかけて徐々に調光度が増加し、
完全に外光がなくなると、以降調光度は略上限調光度（約７０％）一定で規定時間制御さ
れることになる。
【００４２】
　処理部１２ａは、調光度がこの略上限調光度（約７０％）になり、かつ略一定で規定の
時間継続された状態になっていることを判断し、そのときの明るさセンサ１１の検出値を
新たな明るさ目標値として記憶部１２ｃに記憶する。この目標値は調光度約７０％におけ
るセンサの出力値、３．５Ｖの電圧値として記憶される。この目標値の設定は、毎日（電
源投入時）行い、翌日の新たな明るさ目標値を記憶し設定する。略上限調光度は、初期照
度補正によって時刻毎に変化、または手動によって変化させることができる。
【００４３】
　また、制御部１２の処理部１２ａは、フィードバック制御による調光度の増加率が予め
決められた規定値より大きい場合には、その後規定時間略上限調光度で一定に制御しても
、そのときのセンサの検出値を新たな明るさ目標値として記憶部に記憶しない機能を設け
る。これにより、部屋のブラインドが閉じられたときや、センサ直下に人が滞在するとセ
ンサの検出値が急激に小さくなることからフィードバック制御により調光度が急激に増加
した状態で、かつ調光度が略一定で規定時間継続された状態（図１（ｃ）に示す曲線ｂ）
になるが、このようなレアケースの場合は、目標とする略上限調光度でない場合があり、
適正な新たな目標値が得られない。このために、このような調光度変化はノイズとみなし
て処理部１２ａの記憶部には記憶されない。
【００４４】
　また、調光度が増加した後に、調光度が略上限調光度（約７０％）になり、かつ略一定
で規定の時間継続された動作が、動作中に複数回発生した場合には、発生の都度、規定時
間略上限調光度で一定に制御されたときのセンサ検出値を目標値として上書き記憶する。
これにより最新のデータを記憶するようにして、新たな正しい目標値がより確実に設定さ
れるようになる。
【００４５】
　次に、レイアウト変更を行って、外光の量が多くなったり、机上等の被照射面Ｓの反射
率が上昇した場合、センサで検出した明るさデータであるセンサの検出値が大きくなるた
め、調光度を、例えば、４０％に低下させて照度を所定の７５０ｌｘにする。昼間は、こ
の調光制御を行って、明るさを７５０ｌｘになるように一定に保っている。
【００４６】
　このとき、センサ１１は自身で検出した明るさセンサの出力値と調光度を常時モニタリ
ングしており、フィードバック制御により、夕方から夜にかけて徐々に調光度が増加し、
完全に外光がなくなると、以降調光度は略上限調光度一定で規定時間制御されることにな
る。この場合、レイアウト変更を行って、机上等の被照射面Ｓの反射率が上昇し、センサ
で検出した明るさデータであるセンサの検出値が大きくなるので、略上限調光度に対応す
るセンサ検出値は、例えば、約８００ｌｘに上昇する。
【００４７】
　処理部１２ａは、調光度がこの略上限調光度（約７０％）になり、かつ略一定で規定の
時間継続された状態になっていることを判断し、そのときの明るさセンサ１１の検出値を
、レイアウト変更後の新たな明るさ目標値として記憶部１２ｃに記憶する。この目標値は
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調光度約７０％におけるセンサの検出値、例えば、５．０Ｖの電圧値として記憶される。
【００４８】
　なお、レイアウト変更で、机上等の被照射面の反射率が低下した場合、センサ１１で検
出した明るさデータであるセンサの検出値が小さくなるので、略上限調光度に対応する目
標値は、調光度約７０％におけるセンサの検出値、例えば、２．５Ｖの電圧値として処理
部１２ａの記憶部に記憶される。
【００４９】
　翌日等、次回の電源投入時には、処理部１２ａがこの記憶部に記憶されたレイアウト変
更後の新たな明るさ目標値を読み出して、新たな目標値として設定し、センサ１１で検出
した明るさデータ（センサの検出電圧）と新たな目標値（調光度約７０％におけるセンサ
電圧５．０Ｖ）を処理部１２ａで比較し、センサ出力値が新たな明るさ目標値と一致する
ように調光度を処理部１２ａに常にフィードバック制御することで被照射面Ｓの明るさを
一定に保つ調光信号を生成し、この調光信号を調光信号出力部１２ｂに出力する。
【００５０】
　これにより、例えば、昼間の外光がある場合には調光度を、例えば、約４０％に低下さ
せて照度を所定の８００ｌｘにする。ブラインドを閉めて外光が少なくなれば、調光度を
、例えば、約７０％に向けて上げ照度を所定の８００ｌｘにする。昼間は、上記の調光制
御を行って、明るさが略８００ｌｘになるように保っている。
【００５１】
　このとき、センサ１１は自身で検出した明るさセンサの出力値と調光度を常時モニタリ
ングしており、フィードバック制御により、夕方から夜にかけて徐々に調光度が増加し、
完全に外光がなくなると、以降調光度は略上限調光度（約７０％）一定で規定時間制御さ
れることになる。
【００５２】
　処理部１２ａは、調光度がこの略上限調光度（約７０％）になり、かつ略一定で規定の
時間継続された状態になっていることを判断し、そのときの明るさセンサ１１の検出値を
新たな明るさ目標値として記憶部に記憶する。この目標値は調光度約７０％におけるセン
サの出力値、５．０Ｖの電圧値として記憶される。レイアウト変更後は、この新たな目標
値であるセンサの検出値、５．０Ｖの電圧値をベースとした制御が行われる。
【００５３】
　以上、本実施例によれば、制御部１２の処理部１２ａは、フィードバック制御により調
光度の制御状態を監視し、調光度が増加した後に規定時間略上限調光度で一定に制御した
ときに、そのときのセンサ出力値を新たな明るさ目標値として記憶部に記憶し設定するこ
とができるので、夜間等に特定することなく、新たな明るさ目標値を何時でも確実に設定
することができる。これにより、夜間の使用がなくても、次回点灯時に正しい明るさ一定
の制御を行うことができる。
【００５４】
　同時に、レイアウト変更に伴う新たな明るさ目標値の設定も夜間に特定されずに行うこ
とができ、しかも正しい明るさ目標値を確実に設定することができる。さらに再設定は自
動的に行うことができ設定レス化を図ることができる。
【００５５】
　また、制御部１２の処理部１２ａは、フィードバック制御による調光度の増加率が予め
決められた規定値より大きい場合には、その後規定時間略上限調光度で一定に制御しても
、そのときのセンサの検出値を新たな明るさ目標値として記憶部に記憶しない機能を設け
、ブラインドが閉じられたときや、センサ直下に人が滞在してセンサの検出値が急激に小
さくなるようなレアケースの場合はノイズとみなして記憶部には記憶されないようにした
ので、目標とする略上限調光度以外は記憶されず、適正な正しい新たな目標値を確実に得
ることができる。
【００５６】
　また、調光度が増加した後に、調光度が略上限調光度になり、かつ略一定で規定の時間



(10) JP 2010-40187 A 2010.2.18

10

20

30

40

50

継続された動作が、動作中に複数回発生した場合には、発生の都度、センサ検出値を目標
値として上書き記憶するようにしたので、最新のデータを記憶することができ、新たな正
しい目標値をより一層確実に得ることができる。
【実施例２】
【００５７】
　本実施例は、フィードバック制御することで被照射面の明るさを略一定に保つと共に、
フィードバック制御の過程の中で、調光度の変化に対するセンサ出力の変化を計測して被
照射面の反射率の変化を検知したときに、新たな被照射面の反射率に対応する明るさ目標
値を記憶し設定する照明制御装置である。
【００５８】
　以下、本実施例の照明制御装置について説明する。なお、実施例１と同一部分には同一
符号を付し、詳細な説明は省略した。照明制御装置１０の構成は実施例１と同様である。
【００５９】
　本実施例の制御部１２は、処理部１２ａ、調光信号出力部１２ｂ、点灯時間計測部１２
ｃを有する。処理部１２ａは、センサ１１で検出した出力値と明るさ目標値を処理部１２
ａで比較し、センサ出力値が明るさ目標値と一致するように調光度をフィードバック制御
することで被照射面の明るさを略一定に保つ調光信号を生成する。調光信号出力部１２ｂ
は処理部１２ａで生成された調光信号を照明器具１０の点灯回路部１４に出力する。
【００６０】
　処理部１２ａは、上記のフィードバック制御を行うと共に、フィードバック制御の過程
の中で、調光度の変化に対するセンサ出力の変化を計測して被照射面の反射率の変化を検
知したときに、新たな被照射面の反射率に対応する明るさ目標値を記憶部に記憶する。換
言すれば、反射率の変化に合わせた新たな明るさ目標値を再設定する。
【００６１】
　次に、作用につき説明する。まず、実施例１と同様に初期設定を行う。フィードバック
制御時の光源の光出力（調光度）とセンサの出力値の相関特性は、図３（ａ）の直線ｘに
示すように一定の傾きを持った略比例関係になる。
【００６２】
　照明器具１０を点灯すると、制御部１２は、センサ１１で検出した明るさデータ（セン
サ出力値）と上記の初期設定により予め設定した明るさ目標値を処理部１２ａで比較し、
センサ出力値が明るさ目標値と一致するように調光度を処理部１２ａに常にフィードバッ
ク制御することで被照射面の明るさを一定に保つ調光信号を生成し、この調光信号を調光
信号出力部１２ｂに出力し、照明器具１０の点灯回路部１４に伝送し、部屋の明るさを略
一定に保つように制御している。
【００６３】
　このとき、センサ１１は自身で検出した明るさセンサの出力値と調光度を常時モニタリ
ングしており、明るさ目標値である調光度例えば、約７０％におけるセンサ検出値を新た
な明るさ目標値として記憶部に記憶する。この目標値は調光度約７０％におけるセンサの
出力値、図３（ａ）のＶｎの電圧値として記憶される。
【００６４】
　翌日等、次回の電源投入時には、処理部１２ａがこの記憶部に記憶された新たな明るさ
目標値を読み出して、その日の新たな目標値として設定し、センサ１１で検出した明るさ
データ（センサの検出電圧）と新たな目標値（調光度約７０％におけるセンサ電圧Ｖｎ）
を処理部１２ａで比較し、センサ出力値が明るさ目標値と一致するように調光度をフィー
ドバック制御することで明るさが略一定になるように保っている。
【００６５】
　このとき、センサ１１は自身で検出した明るさセンサの出力値と調光度を常時モニタリ
ングしており、明るさ目標値である調光度約７０％におけるセンサ検出値を新たな明るさ
目標値として記憶部に記憶する。この目標値は調光度約７０％におけるセンサの出力値Ｖ
ｎの電圧値として記憶される。この目標値の設定は、毎日（電源投入時）行い、翌日の新
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たな明るさ目標値を記憶し設定する。
【００６６】
　次に、レイアウト変更を行って、机上等の被照射面Ｓの反射率が上昇した場合、このと
きの、光源１３の光出力（調光度）とセンサの出力値の相関特性を示す直線は、図３（ａ
）の直線ｙに示すように反射率が変化する前（直線ｘ）と比較してその傾きが異なってく
る（傾き角度が大きくなる）。制御部１２の処理部１２ａは、この傾きを検出して反射率
の変化があったことを検知して、レイアウト後の新たな被照射面の反射率に対応する明る
さ目標値として設定する。
【００６７】
　すなわち、反射率が直線ｘ→直線ｙへ変化すると、現在のセンサ出力値（図３（ａ）の
Ｖ´）が明るさ目標値（Ｖｎ）と異なるため、明るさ目標値と一致させるべく光出力（調
光度）の制御を開始する。図３（ａ）の場合、光出力を減光することによりセンサ出力が
下がり、明るさ目標値に近付いていく。このとき、段階的に光出力を減光させセンサ出力
を変化させると、光出力の変化量に対するセンサ出力値の変化度合いから、相関特性の直
線の傾きＫ´を測定することができる。
【００６８】
　例えば、光出力を３％（ＰΔ３）低下させたときのセンサ出力変化量がＶΔ３とすると
、傾きＫ´＝ＶΔ３／ＰΔ３となる。昼光なし時（（図３（ａ）の直線ｘの傾きＫ＝Ｖｎ
／７０であるため、ＫとＫ´を比較すると反射率の変化が算出可能であり、変化後の相関
特性から新たな明るさ目標値（図３（ａ）のＶ´）を算出することが可能である。
【００６９】
　ここで、反射率変化後の傾きＫ´を求める方法として、１段階光出力を変化させたとき
のセンサ出力変化を元に算出してもよいし（例：Ｋ´＝ＶΔ３／ＰΔ３）、何段階か光出
力を変化させた前後のセンサ出力の差（例：３％刻みで５段階（計１５％）変化させたと
きの光出力差ＶΔ１５と、そのときの調光度の差ＰΔ１５より、Ｋ´＝ＶΔ１５／ＰΔ１
５とする）から算出してもよい。
【００７０】
　上記により、処理部１２ａは、光出力（調光度）とセンサの出力値の相関特性を示す直
線の傾きが、直線ｘから直線ｙに変わり、傾きが大きくなったことを検出して、反射率が
大きくなったことを検知し、そのときのセンサ出力値をレイアウト変更後の新たな明るさ
目標値として記憶する。
【００７１】
　また、レイアウト変更で、逆に反射率が低くなった場合には、上記と同様にしてその傾
きを算出し、この算出結果から傾きが小さくなったことを検出し、反射率が小さくなった
ことを検知して、そのときのセンサ出力値をレイアウト変更後の新たな明るさ目標値とし
て記憶する。
【００７２】
　なお、反射率が変化せずに入射する昼光などの外光量のみ変化した場合には、図３（ａ
）の直線ｚに示すように、直線ｘと比較して傾きは変わらず切片のみ底上げされた形とな
る。この場合も明るさ一定制御のための光出力の減光制御がかかるが、上記手段で求めた
傾きは直線ｘの傾きと同値のため、反射率が変化したと判断されず、明るさ目標値は更新
されない。外光が入り、なおかつ反射率が変化した場合でも、直線の傾きのみを算出する
ので、外光に影響されずに反射率の変化のみを抽出することが可能となる。
【００７３】
　上記により、制御部１２の処理部１２ａは、レイアウト変更後における反射率変化後の
相関特性から新たな明るさ目標値（図３（ａ）のＶ´）を算出し、記憶部に記憶する。こ
の目標値は調光度約７０％におけるセンサの検出値Ｖ´として記憶される。レイアウト変
更後は、この新たな目標値であるセンサの検出値Ｖ´の電圧値をベースとした制御が行わ
れる。
【００７４】



(12) JP 2010-40187 A 2010.2.18

10

20

30

40

50

　本実施例において、フィードバック制御の過程の中で、調光度の変化に対するセンサ出
力の変化は、実際には図３（ｂ）に拡大して示すように、調光度が段階的に変化、すなわ
ち、段調光になり、反射率に変化が生じた場合、この段調光の回数が多くなるため、この
回数を検出して反射率の変化があったことを検知するようにしてもよい。例えば、図３（
ａ）（ｂ）のように、光出力を調光度７０％から減光することによりセンサ出力がＶ´か
ら明るさ目標値Ｖｎに近付いていく間に段調光が１～２回は外光量の変化のみで、反射率
が変化したと判断されず、明るさ目標値は更新されない。しかし、段調光が３回以上発生
した場合には、反射率が変化したと判断し、そのときのセンサ出力値を新たな明るさ目標
値として記憶し設定するようにしてもよい。これによれば、反射率が変わる前の相関特性
を示す直線ｘと比較することなく新たな明るさ目標値を設定できるので、制御構成が簡素
化される。
【００７５】
　以上、本実施例によれば、制御部１２の処理部１２ａは、フィードバック制御の過程の
中で、調光度の変化に対するセンサ出力の変化を計測して被照射面の反射率の変化を検知
したときに、新たな被照射面の反射率に対応する明るさ目標値を記憶し設定することがで
きるので、夜間等に特定することなく、新たな明るさ目標値を何時でも確実に設定するこ
とができる。これにより、夜間の使用がなくても、次回点灯時に正しい明るさ一定の制御
を行うことができる。
【００７６】
　同時に、レイアウト変更に伴う新たな明るさ目標値の設定も夜間に特定されずに行うこ
とができ、しかも正しい明るさ目標値を確実に設定することができる。さらに再設定は自
動的に行うことができ設定レス化を図ることができる。
【００７７】
　また、制御部１２の処理部１２ａは、直線の傾きのみを算出するので、外光が入り、な
おかつ反射率が変化した場合でも、外光に影響されずに反射率の変化のみを抽出すること
が可能となり、レイアウト変更等に伴う照明状態の変化を、より確実に検知し新たな正し
い明るさ目標値を設定することができる。
【００７８】
　その他、本実施例における構成、作用、効果、変形例等は、実施例１と同様である。ま
た、以上説明した実施例１と実施例２の方法を組み合わせて明るさ目標値を設定してもよ
い。
【００７９】
　次に、上記の各実施例に共通の変形例を説明する。実施例１および２の照明制御装置に
おいて、新たな目標値の設定は毎日でなく、例えば、1回／月や季節の変動に合わせて回
数を選択できるようにしてもよく、要は、レイアウト変更時に最新のデータによって新た
な目標値が設定できるように、回数は適宜選択できるようにしてもよい。
【００８０】
　また、制御部１２の処理部１２ａは、明るさ検出値が予め決められた規定範囲外である
場合には、新たな明るさ目標値として記憶部に記憶しない機能を設けるようにしてもよい
。これにより、図４（ａ）に示すように、部屋の全エリアが点灯されれば設計通りの照度
分布になるが、図４（ｂ）のように一部のエリアＢが消灯された場合には設計通りの照度
分布にはならない。例えば、消灯されたエリアＢに隣接するエリアＥは、フィードバック
制御により調光度は上限まで増加するが、明るさ検出値は全エリア点灯状態よりも小さく
なるため、明るさ検出値が規定範囲外とみなして記憶部に記憶しない。これにより、常に
適正な目標値が処理部１２ａの記憶部に記憶され、新たな正しい目標値が確実に設定され
るようになる。
【００８１】
　また、上記各実施例において、例えば、複数のエリアに設置された照明器具のうち、１
つのエリアの照明器具が新たな目標値の更新に失敗し、明るさが他のエリアと比較して暗
かったり明るすぎたりした場合に、外部からの指示信号により簡単かつ確実に明るさ目標
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値を設定することができる機能（リセット機能）を付加するように構成してもよい。
【００８２】
　すなわち、図５に示す照明制御装置１０の構成は、実施例１に示す制御部１２に、さら
に、壁スイッチ操作による目標値設定手段である電源瞬断検出部１２ｅを付加する。図中
１２ｆは、ＡＣ１００ＶやＡＣ２００Ｖの商用電源から内部電源を生成する電源部である
。図６に壁スイッチ操作による目標値設定時のフローを示す。この壁スイッチ操作とは、
壁スイッチを予め決められた手順で操作したとき、例えば、照明器具１０の点灯／消灯を
行う壁スイッチの点灯／消灯を連続して行う手段がある。壁スイッチを素早い操作で点灯
／消灯を連続して操作したときに電源の瞬断があったことを電源瞬断検出部１２ｄが検出
し処理部１２ａに通知したとき、すなわち、外部から指示信号があったときにはこのフロ
ーとは別処理で瞬断を検出したことを一時的に記憶する。
【００８３】
　まず、瞬断が発生した場合には、連続した電源遮断（連続した壁スイッチ操作）かを判
断するために電源瞬断カウンタを＋１し、例えば連続して３回以上壁スイッチが操作され
たときには、初期照度補正を考慮した上限調光度で照明負荷を制御する。この壁スイッチ
操作は、周辺の照明器具も含めたエリアを制御する照明器具の壁スイッチも同時期に制御
する必要があり、エリア全体の照明器具が上限調光度で制御され、照明負荷の点灯状態が
安定する時間（ここでは１０秒）ウエイトし、明るさセンサの出力値を新たな目標値とし
て記憶する。ここで、目標値として記憶後にも壁スイッチ操作が後半になってしまった照
明器具のために、上限調光度で１０秒間点灯を継続するなどの処理を行う。
【００８４】
　本構成によれば、リセット機能以外に、照明器具の設置時における基準値の設定に使用
することもできる。さらに、若干のレイアウト変更等により、一部エリアの反射率が変わ
ったときなどにも使用することができ、容易に、また確実に新たな明るさ目標値を設定す
ることが可能になる。さらに、本構成は、実施例１および２の構成に付加して使用する以
外に、単独に独立した明るさ目標値設定手段として構成するようにしてもよい。
【００８５】
　また、図７に示すように、中央制御装置からの指示命令により明るさ目標値を設定する
ことができる機能（リセット機能）を付加するように構成してもよい。すなわち、この照
明制御装置１０の構成は、図７（ａ）に示すように、照明システム全体を管理する中央制
御装置２０と、中央制御装置と伝送信号線によって接続される壁スイッチ２１や天井から
下方の明るさを検出する明るさセンサ機器２２などの監視端末器と、照明器具２３に接続
され照明器具を制御する制御端末器２４と、制御端末器機能を内蔵した端末器機能搭載照
明器具（センサ一体型照明器具）２５からなり、中央制御装置２０、各端末器２１、２２
、２４、および端末機能搭載照明器具２５、それぞれの間では照明制御、状態監視および
各種データ設定の信号伝送を行う照明制御システムとして構成されている。この照明制御
システムにおいて、明るさセンサ機器２２は、中央制御装置２０からの命令、すなわち、
外部からの指示信号により内蔵する明るさセンサの出力値を明るさ目標値として記憶でき
るようになっている。
【００８６】
　明るさセンサ機器２２の構成は、図７（ｂ）に示すように、実施例１と同様に、明るさ
センサ１１、制御部１２からなり、制御部１２は、処理部１２ａ、調光信号出力部１２ｂ
、点灯時間計測部１２ｃから構成されている。
【００８７】
　図８に目標値設定時の中央制御装置２０と明るさセンサ機器２２間の処理および信号フ
ローを示す。すなわち、中央制御装置２０から明るさセンサ機器２２に対して、明るさセ
ンサ機器２２が設置されているエリアが設計照度となる調光度で制御するための予め設定
された制御信号を送信する。その信号を受信した明るさセンサ機器２２は、照明器具２３
に対して調光信号を出力して制御する。その後、中央制御装置２０から目標値設定コマン
ドが送信され、受信した明るさセンサ機器２２は、内蔵された明るさセンサ機器の明るさ
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の新たな明るさ目標値として利用する。これらの処理は、夜間の定時にスケジューリング
されて自動的に開始される場合や、夜間全ての人が退出したことを他のシステムから通知
されたときに開始されるようにしてもよい。
【００８８】
　本構成は、リセット機能に用いても、リセット機能以外の照明器具の設置時における基
準値の設定に使用することもできる。さらに、若干のレイアウト変更等により、一部エリ
アの反射率が変わったときなどにも使用することができ、容易に、また確実に新たな明る
さ目標値を設定することが可能になる。さらに、本構成は、実施例１および２の構成に付
加して使用する以外に、単独に独立した明るさ目標値設定手段として構成するようにして
もよい。
【００８９】
　なお、上述した変形例を説明する図４～図８には、実施例１および２と同一部分には同
一符号を付し、詳細な説明は省略した。以上、本発明の好適な実施形態を説明したが、本
発明は上述の各実施例に限定されることなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内において
、種々の設計変更を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００９０】
【図１】本発明の第１の実施例に係る照明制御装置を示し、（ａ）はセンサ一体型の照明
器具を示すブロック図、（ｂ）および（ｃ）は照明制御装置における時間の経過に伴う調
光度の変化を示す特性曲線図で、（ｂ）は目標値設定タイミングを示す図、（ｃ）は調光
度が急変した例を示す図。
【図２】同じく照明制御装置を示し、（ａ）はセンサ一体型照明器具を部屋に設置して照
明制御装置を構成した状態の一部を示す構成図、（ｂ）は制御部のブロック図。
【図３】本発明の第２の実施例に係る照明制御装置における時間の経過に伴う調光度の変
化を示す特性曲線図で、（ａ）は目標値設定タイミングを示す図、（ｂ）は（ａ）のＡ部
を拡大して示す図。
【図４】本発明の照明制御装置における変形例における明るさセンシング制御エリア群の
状態を示す図で、（ａ）は全アリア点灯状態を示す図、（ｂ）はエリアＢが消灯された状
態を示す図。
【図５】同じく他の変形例における制御部のブロック図。
【図６】同じく図５の変形例における目標値設定時の処理フロー。
【図７】同じくさらに他の変形例を示し、（ａ）は照明システムを示す構成図、（ｂ）は
明るさセンサ機器のブロック図。
【図８】同じく図７の変形例における目標値設定時の中央制御装置と明るさセンサ機器間
の処理および信号フロー。
【符号の説明】
【００９１】
　１０　　照明制御装置
　１１　　センサ
　１２　　制御部
　１２ａ　処理部
　１３　　照明器具
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